
  

芭蕉
ばしょう

さん 

松尾芭蕉/俳句 
丸山誠司/絵 
講談社  Ｅ黒 

この本のタイ 

トルとなっている「芭蕉さん」と

は、江戸
え ど

時代の俳人
はいじん

・松尾
ま つ お

芭蕉
ばしょう

の

ことです。俳句
は い く

は、五・七・五の

リズムと季語
き ご

（季節の言葉）を持

つ、世界でいちばん短い詩です。 

この本には、芭蕉さんの２１の俳

句がのっています。ページをめく

ると、芭蕉さんといっしょに旅を

している気分になれますよ。 

物語 

月は、ぼくの友だち 
/作 

講談社  Ｋ933 ハ 

ジョーの夢は、天

文学者になって月 

を守ること。です

が、まだだれにも打ち明けたことは

ありません。ある夏、遠い親せきの

おばさんの家ですごしていたジョ

ーは、たまたま出会った億万
おくまん

長者か

ら、あとつぎになれと言われてし

まい…！？ 夢と億万長者になるこ

と、どちらを選ぶのでしょうか。 

物語 



  

ウエズレーの国 ポール・フライシュマン/作 ケビン・ホークス/絵 
あすなろ書房  Ｅ赤 

変わり者のウエズレーは、夏休みの自由研究に「自

分だけの文明」を作り出すことを思いつきました。 

風にふかれて飛んできた種が芽を出し、大きい実を

つけました。くきから取ったせんいで服を作り、

種からは油を作り、どんどん栄えていくウエズレ

ーの国。今の季節にぴったりの 1 冊です。 物語 

天国にとどけ！ホームラン 漆原智良/文 羽尻利門/絵 
小学館  Ｋ369 ウ 

２０１１年３月１１日、東北地方をおそった大震災
しんさい

で

すべてが変わってしまいました。宮城県気仙沼
けせんぬま

市で

牛 乳
ぎゅうにゅう

販売
はんばい

業を 営
いとな

む千葉さんは、たった一人の息子

をのぞいて、家族や家をなくしました。ゼロからの出

発になってしまった親子を支えたのは、バッティング

センター建設
けんせつ

という夢でした。はたしてこの親子の夢

は、かなったのでしょうか。 ちしき 

三年二組、みんなよい子です！ くすのきしげのり/作 下平けーすけ/絵 
講談社  Ｋ374 ク 

もえちゃんとななえちゃんはとっても仲良し。三年生

になった二人は、無事同じクラスになりました。 

担任
たんにん

の先生は、新しくこの学校へやって来た滝野
た き の

先

生。「きびしい先生だったらどうしよう」と不安に思

っていたもえちゃんでしたが、いつも笑顔で明るい滝

野先生に次第に心を開いていきます。 

みんなにとって身近な存在
そんざい

〈学校の先生〉に注目した

お話です。 
ちしき 



  ケロニャンヌ 安田夏菜/作 しんやゆうこ/絵 
講談社  Ｋ913 ヤ 

カイトのたいせつな友だちだった白いネコのマリニャ

ンヌとアマガエルのケロポンが、ジュミョウで天国へ

旅立ちました。悲しすぎて家でねていたカイトが目を

さますと、ベッドの足元でへんな動物が「ふせ」をし

ていました。ちょっと飛びでて左右にはなれた大きな

目、言葉を話すみどり色の猫っている？ 

生き物には、命の時間があるというお話。 
物語 

雪の女王 アンデルセン/作 朝比奈かおる/絵 
偕成社  Ｋ949 ア 

おむかいどうし、きょうだいのようになかよく育ったカ

イとゲルダ。ある日、空からキラキラするものが降
ふ

って

きました。それは悪魔が作った 鏡
かがみ

のかけらだったので

す。そのかけらがカイの目に入り、乱暴な性格に変わっ

てしまいます。そこへ突然
とつぜん

、雪の女王があらわれてカイ

をソリに乗せてどこかへ連れ去
さ

ってしまうのでした。 

はたしてゲルタはカイを探しだせるのでしょうか。 物語 

ペットショップはぼくにおまかせ ヒルケ・ローゼンボーム/作 
岡本順/絵  徳間書店  Ｋ943ロ 

ティミーがいつものペットショップへ金魚のえさを買

いに行くと、お店にはだれもいませんでした。おくか

ら出てくる気配
け は い

もありません。あきらめて帰ろうとし

たそのとき、とつぜんオウムが声をあげました。マネ

ではない、自分のことばです。ティミーがびっくりし

ていると、今度はカメが話しはじめました。なんとテ

ィミーに、お店の店番をしてほしいと言うのです。 物語 



 

拝啓
はいけい

、お母さん 佐和みずえ/作 かんべあやこ/絵 
フレーベル館  Ｋ913 サ 

お母さんのおなかに赤ちゃんがいることがわかって

から、おねえさんとしていろいろとお手伝いをして

きたゆな。 

お母さんが入院することになった夏休み。１人でお

るすばんするはずが、ゆなは九州のじいじとばあば

のところで過ごすことに。急な決定にゆなは、つい

「もう妹なんていらない！」と言ってしまい…。 
物語 

ロケット発射場の一日 

いわた慎二郎／作・絵  講談社  Ｅ茶 

鹿児島県
か ご し ま け ん

にある内之浦
うちのうら

宇宙
うちゅう

空間
くうかん

観測所
かんそくじょ

では、「イプ

シロンロケット」が宇宙に向かって飛び立っていき

ます。この本では、ロケットを打ち上げる当日に、

どんな人たちが、どんな作業を行うのか、こまかい

点まで知ることができます。 

では、ロケットのひみつをのぞいてみましょう。 ちしき 

★2017 年のおすすめ 

『みつけてん』（Ｅ緑）    『こども「学問のすすめ」』（Ｋ002 サ） 

『世界の言葉で「ありがとう」ってどう言うの？』（Ｋ369 イ） 

『水中さつえい大作戦』（Ｋ488ナ） 

『かき氷』（Ｋ588ホ） 

『きょうから飛べるよ』（Ｋ913コ） 

『しらぎくさんのどんぐりパン』（Ｋ913 ナ） 

『蒼とイルカと彫刻家』（Ｋ913ナ） 

『夜明けの落語』（Ｋ913ミ） 

『雪女（怪談小泉八雲のこわ～い話５）』（Ｋ933 ハ５） 


